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I  以下の A～C のうち、二つを選び、答えなさい。解答にあたっては、各々につき

１枚、解答用紙を使用すること。 

 

A ローマ期のガリアについて，以下の英文の内容をできるかぎり取り入れつつ，自身の知識も加

えて説明しなさい。 

 

 

出典：S. M. Burstein, The World from 1000 BCE to 300 CE, Oxford, 2017. （原文を一部改めてあ

る。） 

単語（辞書通りの意味。そのまま訳文には使えない場合もある。）

Gaul  （地名） ガリア 

interior   内部（の），内陸（の） 

proliferate 激増する，繁栄する 

villa   ウィッラ（ラテン語）。

農場，別荘などの意。 

bureaucracy 官僚（制） 

late antiquity 古代末期 

delegate  委任する，移譲する 

suppression  鎮圧（すること） 

Druid   ドルイド（ガリア人

の神官身分） 

aristocrat 貴族    

descent   家系 

harden   固める 

fort    砦 

legion  軍団（ローマ正規軍の） 

shanty   （掘っ立て）小屋 

brothel   売春宿 

veteran  退役兵 

Cologne   ケルン  

palisade （防御用の）柵 

limes    リメス（ラテン語）。境

界，道筋などの意。

 

 



B 中世ヨーロッパの人口動態について述べた以下の英文を読み、設問に答えなさい。 

 

 

出典：Joseph H. Lynch, The Medieval Church: A Brief History, London, 1992, pp. 152-153. 

 

単語：marsh 湿地 ／ wasteland 荒地 ／ scatter まき散らす ／ swamp 湿地 ／ livestock 家畜 ／ 

infertile 不毛な ／ graze 放牧する ／ spill あふれ出る ／ Mediterranean 地中海 ／ clergy 

聖職者  

 

設問 

(1) 下線部①について、「農民や領主がヨーロッパの内なるフロンティアを征服した」とはどういうこと

か説明しなさい。 

(2) 下線部②について、十字軍による人口動態への影響が小さいとされる理由を説明しなさい。 

  



C フランスのヴィシー政府に関わる文書の公開状況について述べた、以下の英文を読み、設問に答えな

さい。 

 

 

出典： 

RFI（Radio France Internationale）のホームページに 2015 年 12 月 18 日付で掲載された、‘France opens 

archives on wartime Vichy regime’ と題する記事。 

 

単語・表現： 

archive 古文書  clear 許可を与える resistant 抵抗者、抵抗運動参加者 

chief 責任者  prosecution 起訴、訴追 maritime 海事の 

tribunal 法廷  consult 閲覧する  unpleasant 不快な 

 

設問 

(1) 下線部①～③を日本語に訳しなさい。 

(2) 下線部 (A) の「ペタン元帥の対独協力政府の歴史」について、あなたの知るところを述べなさい。 

 



II 以下の A、B、C から二つを選び、さらに、その中の（1）、（2）から一つを選んで、

説明しなさい。解答にあたっては、各選択肢につき１枚、解答用紙を使用すること。 

 

 

 

A  （1）スパルタ         （2）ポエニ戦争 

 

 

B  （1）ノルマン征服  （2）ユグノー戦争 

 

 

C   （1）プロイセン＝フランス戦争（ドイツ＝フランス戦争） 

（2）ド・ゴール 

 




